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は
じ
め
に

清
玄
桜
姫
物
と
は
、
歌
舞
伎
・
人
形
浄
瑠
璃
の
一
系
統
で
あ
り
、

清
水
寺
の
僧
清
玄
が
、
桜
姫
の
容
色
に
迷
い
姫
を
追
い
求
め
、
つ
い

に
は
姫
の
下
僕
に
殺
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
怨
霊
と
化
し
て
姫
に
付

き
ま
と
う
と
い
う
の
が
基
本
的
な
筋
で
あ
る
。
清
玄
桜
姫
物
の
始
ま

り
は
古
浄
瑠
璃
『
一い
っ
し
ん
に
が
び
ゃ
く
ど
う

心
二
河
白
道
』
で
あ
り
、
人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞

伎
以
外
に
も
、
草
双
紙
の
黒
本
・
青
本
、
合
巻
、
ま
た
読
本
の
題
材

に
な
っ
て
い
る
。
清
玄
桜
姫
物
の
芝
居
は
、
清
玄
が
桜
姫
を
見
初
め

て
堕
落
す
る
「
清
水
の
場
」
と
、
桜
姫
に
再
会
し
、
そ
の
下
僕
に
殺

さ
れ
て
怨
霊
と
な
る
「
庵
室
の
場（
１
）」

の
二
つ
の
場
に
、お
家
騒
動
や
、

お
家
再
興
の
た
め
に
苦
心
す
る
家
臣
た
ち
の
姿
を
描
い
た
場
が
加
え

ら
れ
、
一
つ
の
芝
居
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
清
玄
桜

姫
物
の
作
り
方
で
あ
っ
た
。

現
在
上
演
さ
れ
る
清
玄
桜
姫
物
の
歌
舞
伎
は
、
四
代
目
鶴
屋
南
北

の
『
桜
姫
東
文
章
』
と
、
同
じ
作
者
の
「
女
清
玄
」
と
呼
ば
れ
る

『
隅す
み
だ
が
わ
は
な
の
ご
し
ょ
ぞ
め

田
川
花
御
所
染
』
の
二
作
品
で
あ
る
が
、
近
年
の
上
演
は
『
桜

姫
東
文
章
』
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、『
桜
姫
東
文
章
』
が
清
玄
桜
姫

物
の
代
表
作
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
桜
姫
東
文
章
』
は
先
行
の

清
玄
桜
姫
物
を
元
に
し
な
が
ら
も
、
南
北
流
の
改
作
が
か
な
り
進
ん

だ
作
品
で
あ
り
、
他
の
作
者
が
「
清
水
の
場
」
と
「
庵
室
の
場
」
に

つ
い
て
は
、
先
行
作
品
の
台
帳
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
、
人
名
や
科

白
を
少
し
だ
け
変
え
る
と
い
っ
た
芝
居
作
り
を
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
南
北
は
「
清
水
の
場
」
と
「
庵
室
の
場
」
に
つ
い
て
も
清
玄
桜

姫
物
の
趣
向
は
借
り
な
が
ら
も
、
自
由
に
人
物
の
設
定
や
科
白
も
書

き
換
え
、
他
の
清
玄
桜
姫
物
と
は
か
な
り
か
け
離
れ
た
作
品
に
な
っ

清
玄
桜
姫
物
と
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』

―
―
『
桜
姫
東
文
章
』
の
場
合 

―
―

山
川　

陽
子
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て
い
る
。

清
玄
桜
姫
物
と
同
様
に
僧
侶
の
堕
落
を
題
材
と
し
た
歌
舞
伎
に
、

現
在
で
も
た
び
た
び
上
演
さ
れ
る
『
鳴
神
』
が
あ
る
。
こ
の
論
文
で

は
、
そ
の
初
演
台
帳
で
あ
る
『
雷な
る
か
み
ふ
ど
う
き
た
や
ま
ざ
く
ら

神
不
動
北
山
桜
』
が
清
玄
桜
姫
物

に
与
え
た
影
響
を
中
心
に
考
察
す
る
。
主
要
な
論
点
は
二
つ
あ
り
、

「
不
動
の
場
」
で
鳴
神
が
不
動
と
し
て
示
現
す
る
趣
向
と
「
鳴
神
庵

室
の
場
」
に
お
け
る
鳴
神
堕
落
の
趣
向
で
あ
る
。

一　

清
玄
桜
姫
物
と
不
動

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
七
月
に
大
坂
の
小
川
座
で
上
演
さ
れ
た

『
清き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん
ち
か
い
の
さ
く
ら

水
清
玄
誓
約
桜
』
と
い
う
清
玄
桜
姫
物
の
芝
居
が
あ
る
。
こ
の

芝
居
は
、
同
年
五
月
七
日
に
京
都
北
側
布
袋
屋
座
に
お
い
て
上
演
さ

れ
た
『
清き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん
い
お
り
の
あ
け
ぼ
の

水
清
玄
庵
室
曙
』
を
更
に
改
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

共
に
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
刊
行
の
山
東
京
伝
の
読
本
『
桜
姫
全

伝
曙
草
紙
』を
脚
色
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。『
清
水
清
玄
誓
約
桜
』

の
台
帳
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
絵
尽
し
【
図
版
】
と
役
割
番
附
が
残

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
絵
尽
し
に
は
清
玄
を
演
じ
た
四
代
目
市
川
団
蔵

が
不
動
の
姿
と
な
っ
た
絵
が
あ
り
、「
清
玄
不
動
と
な
り
国
を
守
ら
ん

と
い
ふ
」
と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
不
動
の
前
に
は
三

木
の
進
と
水
次
郎
に
詰
め
寄
ら
れ
た
蝦
蟇
丸
の
姿
が
あ
る
。読
本『
桜

姫
全
伝
曙
草
紙
』
に
は
清
玄
が
不
動
に
祈
る
場
面
は
あ
る
が
、
不
動

に
な
る
と
い
う
場
面
は
な
い
。
ま
た
先
に
上
演
さ
れ
た
『
清
水
清
玄

庵
室
曙
』
の
絵
尽
し
に
も
清
玄
が
不
動
に
な
る
と
い
う
絵
は
な
く
、

台
帳
に
も
該
当
す
る
箇
所
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
絵
尽
し
が
ど
の

よ
う
な
場
面
で
あ
る
か
を
考
え
る
上
で
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）

の
黒
本『
菊き
く
が
さ
ね
お
ん
な
せ
い
げ
ん

重
女
清
玄
』を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。『
菊
重
女
清
玄
』

の
中
で
は
殺
さ
れ
た
女
清
玄
が
、
観
音
に
変
じ
る
場
面
が
あ
る
。

清
玄
一
念
よ
し
仲
お
つ
か
け
、
危
う
く
見
へ
し
が
、
有
馬
寺
の

住
持
件
の
鐘
向
い
、
も
ん
を
唱
へ
給
へ
ば
竜
頭
の
大
蛇
抜
け
出

で
、
清
玄
は
観
音
と
現
じ
給
ふ

高
橋
則
子
は
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
や
は
り
前
出
の
、

寛
保
三
年
上
演
の
『
春は
る
は
あ
け
ぼ
の
く
る
わ
そ
が

曙
廓
曽
我
』
の
「
女
鳴
神
」
の
最
終
部
分

で
、
初
世
瀬
川
菊
之
丞
が
観
音
と
な
る
見
せ
場
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る（
２
）。」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
春
曙
廓
曽
我
』
の
二
番
目
「
女

鳴
神
」
は
、「
寛
保
二
年
正
月
大
阪
佐
渡
嶋
座
上
演
の
歌
舞
伎
『
雷
神

不
動
北
山
桜
』
の
大
評
判
を
当
て
込
み
、
そ
れ
を
女
方
が
演
じ
た
と

い
う
趣
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

本
来
は
女
鳴
神
が
観
音
に
変
じ
る
と
い
う
趣
向
を
、
草
双
紙
『
菊
重

女
清
玄
』
で
は
女
清
玄
が
観
音
に
変
じ
る
と
い
う
趣
向
に
変
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
の
中
で

は
、
鳴
神
が
不
動
と
し
て
示
現
し
て
い
る
。
こ
の
趣
向
が
『
清
水
清

玄
誓
約
桜
』
に
持
ち
込
ま
れ
、
清
玄
が
不
動
と
な
り
示
現
し
た
も
の
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で
あ
ろ
う
。

『
雷
神
不
動
北
山
桜
』の「
不
動
の
場
」の
台
帳
は
残
っ
て
い
な
い
。

そ
の
代
り
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
の
再
演
で
あ
る
『
鳴お
つ
ぎ
な
さ
い
い
は

神
祝
ふ
て

式し
き
さ
ん三
』
の
台
帳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』

の
上
演
よ
り
四
十
年
以
上
後
の
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
七
月
二

十
五
日
、
大
坂
、
筑
後
芝
居
事
大
西
芝
居
（
座
本
、
尾
上
丑
之
助
）
の

上
演
で
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
『
清
水
清
玄
誓
約
桜
』
で
清

玄
及
び
不
動
に
扮
し
た
団
蔵
が
、
鳴
神
と
不
動
を
演
じ
て
い
る
。
こ

の
『
鳴
神
祝
ふ
て
式
三
』
の
台
帳
か
ら
『
清
水
清
玄
誓
約
桜
』
の
「
不

動
の
場
」
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
面
を
紹
介
す
る（
３
）。

鳴
神　

し
ば
ら
く
〳
〵
。

ト
ど
ろ
〳
〵
に
て
、
真
中
へ
屋や

体た
い

突
出
ス
。
両
方
へ

向
ケ
、
内
に
鳴
神
、
薄
衣
被か
つ

ぎ
出
ル
。

早
雲　

王
子
が
目
の
前
へ
化け

し
た
る
姿
の
顕
れ
出
る
は
何
者も
の

じ

や
。

鳴
神　

善
悪
不
二
邪
正
一
如
。
我
鳴
神
上
人
が
亡ぼ
う
れ
い霊
、
目ま

の
あ

た
り
顕
れ
て
有
ぞ
。

　
　
　
　

ト
早
雲
、
官
蔵
、
苦
し
む
。

絶
間　

情
な
や
上
人
様
。
天
下
の
為
に
お
心
を
迷
わ
し
升
た
は

自
が
科
。
サ
ア
、
自み
づ
か

ら
が
命
を
絶
、
未
来
を
浮う

か
ん

で
下
さ
り
ま
せ
い
。
南
無
守ま
も
りり

本ほ
ん
ぞ
ん尊

不
動
明
王
。
上
人

様
も
自
も
、
未
来
成
仏
な
さ
し
め
給
へ
。

豊
秀
・
絶
間　

南
無
不
動
明
王
〳
〵
。

　
　
　
　
　
　
　

ト
豊
秀
、
絶
間
、
轟
、
合
掌
す
る
。

不
動　

善ぜ
ん
ざ
い哉
〳
〵
。
我
、
誠
鳴
神
上
人
に
あ
ら
ず
。
勧く
わ
ん

善ぜ
ん

懲て
う

悪あ
く

の
方
便
の
為
、
仮か
り

に
鳴
神
と
あ
ら
わ
れ
た
。
今
よ
り

国
家
の
守
り
と
成
ら
ん
。
我
こ
そ
大
聖
不
動
明
王
。
誠

の
姿す
が
た

、
見
よ
。

　
　
　
　

ト
諷
に
成
ル
。
薄
衣
と
る
。
不
動
、か
た
ち
に
成
ル
。

早
雲　

コ
リ
ヤ
、
唯
事
で
な
い
。
供
せ
い
。

　
　
　
　

ト
逃
ふ
と
す
る
。
轟
、
立
掛
り
、
向
ふ
へ
立
。

轟　
　

ど
こ
へ
。

　
　
　
　

ト
留と

め
る
。

不
動　

金こ
ん

伽が

ら羅
童ど
う
じ子
、
制せ
い

吒た

迦か

童ど
う
し子
、
悪
人
を
退
治
せ
い
。

早
雲　

コ
リ
ヤ
た
ま
ら
ぬ
。

ト
逃
ふ
と
す
る
。
半
鐘し
や
う

、
太
鼓
に
て
、
ヂ
ヤ
ン

〳
〵
に
て
、
金
伽
羅
、
制
吒
迦
出
、
早
雲
、
官
蔵
を

追
廻
ス
。
花
道
へ
逃
る
を
、
縛ば
く

の
縄
に
て
引
付
ら
れ

戻
る
。
此
内
囃は
や
し子
に
て
、
舞ぶ

台た
い

を
廻
り
、
金
伽
羅
、

制
吒
迦
、
早
雲
、
官
蔵
を
踏ふ

ま
へ
、
岩
に
登の
ぼ

り
、
不

動
の
両
脇
に
立
。
豊
秀
、
た
へ
ま
、
轟
、
要
内
、
両

方
へ
別
レ
拝
む
。
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皆
　々

ハ
ア
、
有
難が
た

や
。

轟　
　

此
趣
を
急
ひ
で
御
奏
聞
。

轟
・
要
内　

お
立
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
出
し

『
清
水
清
玄
誓
約
桜
』
の
絵
尽
し
【
図
版
】
で
は
、
清
玄
が
不
動

と
な
る
絵
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三
木
の
し
ん　

つ
め
か
く
る　

来
助

が
ま
丸
木
曽
の
太
郎
と　

名
の
る　

友
右
衛
門

水
次
郎
若
君
を　

も
り
立　

家
を
た
て
る　

市
蔵

清
げ
ん　

ふ
ど
う　

と
な
り　

国
を
守
ら
ん
と
い
ふ　

団
蔵

こ
の
中
で
「
清
げ
ん　

ふ
ど
う　

と
な
り　

国
を
守
ら
ん
と
い
ふ
」

と
い
う
の
は
『
鳴
神
祝
ふ
て
式
三
』
の
「
不
動
の
場
」
で
の
「
善ぜ
ん
ざ
い哉

〳
〵
。
我
、
誠
鳴
神
上
人
に
あ
ら
ず
。
勧く
わ
ん

善ぜ
ん

懲て
う

悪あ
く

の
方
便
の
為
、

仮か
り

に
鳴
神
と
あ
ら
わ
れ
た
。
今
よ
り
国
家
の
守
り
と
成
ら
ん
。
我
こ

そ
大
聖
不
動
明
王
。
誠
の
姿す
が
た

、
見
よ
」
と
言
っ
て
、
団
蔵
が
薄
絹

を
と
っ
て
不
動
の
形
に
成
っ
た
部
分
に
該
当
す
る
。
三
木
の
進
、
蝦

蟇
丸
、
水
次
郎
が
争
っ
て
い
る
場
面
に
不
動
と
な
っ
た
清
玄
が
現
れ

三
者
の
争
い
を
仲
裁
し
、
国
を
守
る
こ
と
を
誓
っ
た
と
い
う
場
面
で

あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
場
面
に
由
来
す
る
の
が
大
名
題
の
『
清
水
清

玄
誓
約
桜
』
の
「
誓
約
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
不
動
に
つ
い
て
は
、

役
割
番
付
の
カ
タ
リ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

菊
澗
の
流
れ
に
露
を
含
み
し
胡
蝶
の
た
は
む
れ　

通
ふ
翼
に
二
人
の
手
弱
女
か
ざ
す
扇
は
愛
宕
の
隠
れ
家　

奴
の
忠
義
に
名
僧
の
悟
道
は
滝
不
動
の
霊
験

と
こ
ろ
で
、歌
舞
伎
年
表
の
元
禄
七
年（
一
六
九
四
）の
記
事
に「
三

月
、
京
、
村
山
平
右
衛
門
座
、
清
玄
（
団
十
郎
）
亡
霊
と
な
っ
て
砂

舞
台
の
せ
り
出
し
。
始
は
顔
赤
く
、
次
第
に
青
く
な
り
、
桜
姫
（
辰

之
助
）
を
妨
げ
、
後
に
荒
澤
不
動
の
働
き
、
京
都
の
目
を
驚
か
す
。」

と
あ
り
、
ま
た
、
役
者
評
判
記
「
役や
く
し
ゃ
だ
ん
こ
う
ず
く

者
談
合
衝
」（
元
禄
十
三
年
三
月
）

の
初
代
市
川
団
十
郎
の
記
事
に
も
「
一
と
せ
京
都
に
て
清
水
清
玄
に

な
ら
れ
、
桜
姫
に
ほ
れ
て
盃
を
い
た
ゞ
き
て
の
濡
事
、
其
上
、

魍ぼ
う
り
ょ
う魎

と
成
て
舞
台
の
下
よ
り
出
ら
れ
、
始
め
は
顔
付
赤
く
、
次
第

〳
〵
に
青
く
な
り
、
凄
ま
じ
き
体
に
て
姫
に
付
添
、
妨
げ
と
成
る
。

不
動
に
成
て
の
働
き
よ
し
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
八
年
（
一
六
九

五
）
の
歌
舞
伎
年
表
の
記
事
に
、「
七
月
十
四
日
よ
り
、
山
村
座
「
一

心
二
河
白
道
」
五
番
つ
ゞ
き
。
五
番
目
に
「
不
動
」
あ
り
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
清
玄
桜
姫
物
の
芝
居
と
一
緒
に
、
初
代
団
十

郎
の
不
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
団
十
郎
の
演
じ
た
清
玄
と

不
動
と
の
間
に
、
芝
居
の
筋
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
連
続
性
が
あ
っ

た
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、『
清
水
清
玄
誓
約
桜
』と
同
様
に
、

清
玄
が
不
動
と
な
っ
て
示
現
し
た
と
い
う
展
開
が
、
同
一
人
物
が
演
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じ
て
い
る
と
い
う
事
も
あ
り
、
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
先
行

研
究
で
、
こ
の
清
玄
と
不
動
に
つ
い
て
直
接
的
に
言
及
し
た
も
の
は

特
に
無
い
よ
う
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、『
清
水
清
玄
誓
約
桜
』
の
絵

尽
し
以
外
に
は
清
玄
が
不
動
に
変
身
す
る
と
い
う
場
面
は
見
い
だ
せ

て
い
な
い
が
、
初
代
団
十
郎
の
清
玄
も
不
動
に
変
身
す
る
と
い
う
趣

向
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
清
玄
が
不
動
に
変
身
す
る
趣
向
が
清
玄
桜
姫
物
の
基
本
的
な

筋
と
し
て
は
残
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
次
に
述
べ
る
鳴
神
堕
落

の
趣
向
は
清
玄
桜
姫
物
に
科
白
ご
と
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。

二　

鳴
神
堕
落
の
趣
向

鳴
神
上
人
が
雲
の
絶
間
姫
の
肌
に
触
れ
、
堕
落
し
て
し
ま
う
趣
向

は
、
現
行
の
歌
舞
伎
『
鳴
神
』
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
趣
向
は

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
一
月
六
日
、
大
坂
大
西
の
芝
居
で
上
演
さ

れ
た
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
の
中
に
も
見
ら
れ
る（
４
）。

こ
の
鳴
神
堕
落
の
趣
向
は
か
な
り
忠
実
に
清
玄
桜
姫
物
の
中
に
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所

蔵
の
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
か
ら
、
該
当
個
所
を
紹
介
す
る（
５
）。

ト
絶
間
つ
か
へ
を
お
こ
す
。
思
ひ
入
有
。

鳴
神　

何
と
し
た
〳
〵
。

絶
間　

ア
イ
思
ひ
切
て
は
折マ
マ

升
レ
共
、
ア
か
な
し
い
事
じ
や
と

思
ひ
升
て
、
此
つ
か
へ
が
ア
ヽ
い
た
〳
〵
〳
〵
。

鳴
神　

ハ
テ
気
の
毒
な
。
薬
は
な
し
。
お
れ
が
せ
中
も
ん
で
や

ろ
ふ
。

絶
間　

イ
ヱ
〳
〵
勿
体
な
ひ
、
ナ
ン
ノ
。

鳴
神　

ハ
テ
病
ひ
の
事
じ
や
、
ナ
ン
ノ
遠
慮
が
あ
ろ
ふ
ぞ
。
ド

レ
〳
〵
。

絶
間　

ア
ヽ
い
へ
、
い
か
ふ
お
中
が
い
と
ふ
厶
ん
す
る
。

鳴
神　

き
う
び
へ
さ
し
込
ん
だ
物
で
有
ふ
。
お
れ
が
手
は
に
が

手
じ
や
、ゆ
び
が
さ
わ
る
と
積
じ
ゆ
は
直
に
お
さ
ま
る
。

ド
レ
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
ふ
と
こ
ろ
へ
手
を
入
ル
。

絶
間　

ア
イ
〳
〵
在
が
た
ふ
厶
ん
す
る
。
そ
ん
な
ら
慮
外
な
が

ら
。

　
　
　
　

ト
鳴
神
ふ
と
こ
ろ
へ
手
を
入
レ
、
思
ひ
入
有
。

鳴
神　

よ
ひ
か
〳
〵
。
そ
り
や
、
む
し
が
ぐ
う
と
い
ふ
た
は
。

絶
間　

い
か
ふ
心
よ
ふ
厶
ん
す
る
。

鳴
神　

ぜ
ん
た
い
は
よ
ひ
腹
じ
や
。チ
ツ
ト
右
へ
こ
る
の
じ
や
。

名
養マ
マ

婦
人
の
病
ひ
は
右
ナ
物
じ
や
。

　
　
　
　

ト
鳴
神
ち
よ
つ
と
手
を
ひ
い
て
、

　
　
　

あ
じ
な
物
が
手
に
さ
わ
つ
た
は
。

絶
間　

な
ん
じ
や
へ
。
何
が
お
手
に
さ
は
り
升
た
へ
。
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鳴
神　

生
れ
て
始
て
女
の
懐
へ
手
を
入
て
見
れ
ば
、
ア
ノ
き
や

う
か
く
の
間
に
何
や
ら
和
ら
か
な
、
く
ゝ
り
枕
の
や
う

な
物
が
二
ツ
下
ツ
て
、
先
キ
に
ち
い
さ
な
と
つ
手
の
や

う
な
物
が
有
ル
が
ア
レマ
マ

や
な
ん
じ
や
。

絶
間　

お
師
匠
様
と
し
た
事
が
。
あ
れマ
マ

や
ち
ゝ
で
厶
ん
ス
わ
い

な
。

鳴
神　

ハ
ア
乳
か
。
ゑ
い
じ
の
時
に
有
が
た
く
も
母
の
乳
味
で

育
つ
た
て
、
今
一
寺
の
住
職
と
成
た
も
全
く
は
ゝ
人
の

乳
の
恩
。
其
ち
ゝ
を
忘
る
ゝ
や
う
に
な
つ
た
。
ナ
ン
ト

出
家
と
い
ふ
物
は
木
の
は
し
の
や
う
な
物
じ
や
の
。

絶
間　

お
殊
勝
な
事
で
厶
ん
す
ル
。

鳴
神　

ド
レ
〳
〵
ぢ
脈
を
取
て
み
よ
ふ
。

　
　
　
　

ト
又
ふ
と
こ
ろ
へ
手
を
入
、

ハ
ア
ヽ
む
く
〳
〵
と
し
た
物
じ
や
の
ふ
。コ
レ
が
乳
で
、

其
下
が
き
う
尾
。
か
の
病
ひ
の
こ
つ
て
居
る
處
じ
や
。

ヲ
ヽ
さ
つ
き
よ
り
よ
つ
ほ
ど
く
つ
ろ
い
だ
わ
い
の
ふ
。

コ
レ
是
此
き
う
び
の
下
の
、
コ
レ
爰
を
随
分
と
い
ふ
ぞ

や
。
そ
れ
か
ら
下
が
し
ん
け
つ
、
ほ
ぞ
と
も
臍
と
も
い

ふ
處
じ
や
。
此
ほ
ぞ
の
左
右
が
天
す
う
。
ナ
ン
ト
よ
い

気
味
か
。
ほ
ぞ
か
ら
一
寸
間
を
置
て
鬼マ

マ界
、
き
か
い
か

ら
田マ
マ

ん
で
ん
、
真
下
が
ゐ
ん
ぱ
く
、
其
ゐ
ん
ぱ
く
の
下

が
極
楽
浄
土
じ
や
わ
い
の
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）、
京
都
四
条
通
北
側

大
芝
居
の
『
音お
と
わ
や
ま
れ
ん
ぼ
の
た
き

羽
山
恋
慕
飛
泉
』（
６
）の

該
当
個
所
で
あ
る
。
恋
人
と
添

わ
れ
ぬ
と
知
っ
た
桜
姫
は
願
掛
け
を
し
て
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降

り
、
気
絶
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
通
り
か
か
っ
た
清
玄
は
桜
姫
を
介

抱
す
る
う
ち
に
、
桜
姫
の
肌
に
触
れ
、
破
戒
堕
落
の
身
と
な
る
。

清
玄　

か
ふ
抱
き
し
め
ん
と
、
良
ふ
成
ら
ぬ
て
や
。

　
　
　
　

ト
又
懐
へ
手
を
入
レ
、

　
　
　

こ
れ
か
の
癪
め
が
鳩
尾
八
寸
の
間
へ
出
た
そ
ふ
な
。

桜
姫　

い
へ
〳
〵
、
そ
り
や
乳
で
ご
ざ
り
升
わ
い
な
。

清
玄　

ハ
ア
ヽ
、
是
が
乳
と
い
ふ
物
か
。
は
て
、
柔
〳
〵
と
良

い
弄
び
加
減
な
も
の
じ
や
の
ふ
。
そ
ん
な
ら
こ
ゝ
は
。

桜
姫　

ヲ
ヽ
こ
そ
ば
。
そ
り
や
臍
じ
や
わ
い
な
ア
。

清
玄　

此
臍
か
ら
、
も
ち
つ
と
下
じ
や
。

ト
股
座
へ
手
を
ぐ
つ
と
入
れ
る
。
桜
姫
恟
り
し
て
飛

退
き
こ
な
し
有
て
急
度
な
り
、

『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
と
『
音
羽
山
恋
慕
飛
泉
』
の
科
白
を
比
較

す
る
と
、『
音
羽
山
恋
慕
飛
泉
』
の
科
白
は
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
の

科
白
を
短
く
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
清
玄
が
桜
姫
の

肌
に
触
れ
破
戒
す
る
趣
向
は
、
そ
の
後
も
受
け
継
が
れ
、
明
和
八
年

（
一
七
七
一
）
の
『
清き
よ
み
ず
せ
い
げ
ん
ぎ
ょ
う
り
き
ざ
く
ら

水
清
玄
行
力
桜
』、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）



－75－

中
村
座
の
二
番
目
の
『
遇さ
い
か
い
そ
が
な
か
む
ら

曽
我
中
村
』
や
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

の
『
恋
詣
清
水
桜
』、
文
化
九
年
の
『
清
水
清
玄
面
影
桜
』
の
中
に

も
見
ら
れ
る
の
で
、
江
戸
で
上
演
さ
れ
た
『
遇
曽
我
中
村（
７
）』

の
該
当

個
所
も
引
用
し
て
お
く
。
こ
れ
は
『
音
羽
山
恋
慕
飛
泉
』
に
較
べ
る

と
長
い
科
白
に
な
っ
て
い
る
が
、
構
造
的
に
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

桜
姫　

そ
れ
で
も
こ
の
世
で
、
所
詮
清
春
様
に
添
ふ
事
は
な
ら

ぬ
わ
い
な
ア
。
ア
ヽ
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
癪
の
差
込
む
思
ひ
入
れ
。

清
玄　

コ
レ
〳
〵
、気
を
慥
か
に
持
た
つ
し
や
い
。
ド
レ
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
抱
き
し
め
、
懐
へ
手
を
入
れ
、

　
　
　

ホ
ウ
、
こ
の
脇
の
下
へ
突
ツ
張
ツ
た
が
、
癪
と
や
ら
云

ふ
も
の
で
あ
ら
う
。

桜
姫　

サ
ア
、
そ
の
癪
め
が
取
詰
め
て
、
死
ん
で
し
ま
へ
ば
よ

い
も
の
を
。
ヱ
ヽ
、
死
に
た
い
〳
〵
〳
〵
わ
い
な
ア
。

清
玄　

ハ
テ
、
又
し
て
も
死
ぬ
る
〳
〵
と
。
ヂ
ツ
と
し
て
居
さ

つ
し
や
れ
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
い
ろ
〳
〵
こ
な
し
あ
つ
て
、

　
　
　

ハ
テ
、
麗
は
し
い
肌
ぢ
や
な
ア
。
思
へ
ば
最
前
偽
は
つ

て
、
こ
の
清
玄
が
不
義
の
相
手
と
な
り
し
が
、
そ
の
偽

は
り
を
誠
に
し
て
、
か
か
る
美
人
に
思
は
れ
た
ら
ば
、

破
戒
堕
落
も
何
か
思
は
ん
。
一
切
経
は
皆
偽
は
り
。
未

来
浄
土
に
到
ら
ん
よ
り
、
こ
の
世
の
栄
華
、
芙
蓉
の
露

を
含
め
る
粧
ひ
、
見
れ
ば
見
る
程
、
て
も
麗
は
し
い
。

最
早
清
玄
が
心
は
乱
れ
、
魂
も
蕩と
ろ

け
た
わ
え
。
こ
り
や

ど
う
も
な
ら
ぬ
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
桜
姫
を
ヂ
ツ
と
抱
き
し
め
る
。

桜
姫　

ア
ヽ
其
や
う
に
な
さ
れ
ま
す
と
、
息
が
詰
ま
り
ま
す
わ

い
な
ア
。

清
玄　

コ
レ
〳
〵
、
癪
め
が
鳩
尾
先
へ
出
た
さ
う
な
ぞ
や
。

桜
姫　

イ
ヱ
〳
〵
、
そ
れ
は
乳
で
ご
ざ
り
ま
す
る
わ
い
な
ア
。

清
玄　

ハ
ヽ
ア
、
こ
れ
が
乳
と
云
ふ
も
の
か
。
母
の
乳
房
を
放

れ
し
よ
り
、
直
ぐ
に
釈
門
に
入
つ
た
こ
の
清
玄
。
女
子

の
肌
を
初
め
て
探
つ
た
。
す
り
や
、
人
間
の
育
つ
は
こ

の
乳
ぢ
や
よ
の
。
ハ
テ
、や
わ
〳
〵
と
し
た
物
ぢ
や
な
。

桜
姫　

も
ち
つ
と
下
の
方
を
押
し
て
下
さ
ん
せ
。

清
玄　

も
つ
と
下
を
。
斯
う
か
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
押
へ
て
、

　
　
　

も
つ
と
下
か
。
斯
う
か
〳
〵
。

　
　
　
　

ト
ぐ
つ
と
押
す
。
桜
姫
、恟
り
す
る
を
抱
き
し
め
て
、

（
以
下
略
）

『
鳴
神
』
と
異
な
る
部
分
は
、
清
玄
桜
姫
物
の
場
合
、
桜
姫
に
清
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玄
を
堕
落
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
は
な
く
、
清
水
の
舞
台
か
ら
願
掛

け
の
た
め
に
飛
び
降
り
た
桜
姫
を
、
偶
然
通
り
か
か
っ
た
清
玄
が
介

抱
す
る
う
ち
に
、
桜
姫
の
肌
身
に
触
れ
て
遂
に
は
自
ら
の
破
戒
を
宣

言
す
る
。
桜
姫
が
清
水
の
舞
台
か
ら
傘
を
手
に
し
て
飛
び
降
り
る
趣

向
は
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
三
月
、
京
都
蛭
子
屋
吉
朗
兵
衛

座
の
浄
瑠
璃
『
花は
な
け
い
ず
み
や
こ
か
が
み

系
図
都
鑑
』
に
見
ら
れ
る
の
が
、
一
番
古
い
例

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
浄
瑠
璃
で
は
清
春
と
の
恋
が
か
な
う
よ
う

に
願
掛
け
し
て
飛
び
降
り
た
桜
姫
を
清
春
自
身
が
抱
き
と
め
て
い
る

の
に
対
し
て
、
歌
舞
伎
で
は
清
玄
が
倒
れ
て
い
る
桜
姫
を
介
抱
し
、

堕
落
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
歌
舞
伎
の
工
夫
に
な
っ

て
い
る
。

南
北
の
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
の
場
合
は
、
女
清
玄
で
あ
る
た
め

に
、
桜
姫
が
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
趣
向
と
鳴
神
堕
落
の
趣

向
は
、
少
し
形
を
変
え
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
桜
姫
が
清
水
の
舞

台
か
ら
飛
び
降
り
る
趣
向
は
、
桜
姫
で
は
な
く
清
玄
尼
が
飛
び
降
り

る
と
い
う
趣
向
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

「
夢
の
場
」
で
許
婚
の
松
若
と
の
逢
瀬
の
夢
を
見
た
清
玄
尼
は
、

妹
桜
姫
の
許
婚
の
常
陸
之
助
頼
国
が
松
若
の
絵
姿
に
よ
く
似
て
い
た

た
め
に
、
出
家
の
身
で
あ
り
な
が
ら
心
が
迷
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
夢

を
見
て
し
ま
っ
た
と
自
ら
の
煩
悩
の
深
さ
に
思
い
悩
む
。
そ
し
て
傘

を
手
に
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
と
い
う
の
は
清
玄
桜
姫
物
の

桜
姫
の
趣
向
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。し
か
し
、

清
玄
尼
が
飛
び
降
り
る
の
は
、
従
来
の
桜
姫
が
清
水
の
舞
台
か
ら
飛

び
降
り
る
理
由
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
桜
姫
は
清
春
と
の
恋
が
叶
う

よ
う
に
願
っ
て
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
の
で
あ
る
が
、
清
玄

尼
は
清
春
に
あ
た
る
松
若
と
の
恋
の
成
就
を
願
っ
て
飛
び
降
り
る
の

で
は
な
い
。
そ
の
書
き
か
え
が
、
作
者
に
よ
っ
て
か
な
り
意
識
的
に

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
清
玄
尼
の
科
白
か
ら
分
か
る
の
で
、
該
当
す

る
科
白
を
次
に
引
用
す
る（
８
）。

花
子
と
い
う
の
は
清
玄
尼
が
出
家
す
る

前
の
名
前
で
あ
る
。

（
花
子
）　

ト
あ
た
り
を
見
廻
し
、
絵
馬
に
掛
け
て
あ
る
紅
葉
笠

を
取
つ
て
、

　
　
　

こ
の
清
水
の
観
世
音
へ
願
ひ
を
か
け
、
舞
台
よ
り
飛
び

降
り
て
も
、
願
望
叶
ふ
そ
の
時
は
、
身
に
恙
な
し
と
い

へ
ど
、
そ
れ
に
は
変
り
、
こ
の
清
玄
尼
は
、
舞
台
よ
り

飛
び
身
を
捨
て
ゝ
、
死
ん
で
未
来
を
お
頼
み
申
さ
ん
。

オ
ヽ
、
さ
う
ぢ
や
。

　
　
　
　

ト
お
も
い
れ
。

　
　
　

枯
れ
た
る
木
に
も
花
の
咲
く
、
観
世
音
の
導
き
に
て
、

必
ず
未
来
を
助
け
給
へ
。
南
無
大
慈
大
悲
の
観
世
音
菩

薩
。

　
　
　
　

ト
合
掌
し
て
、
舞
台
前
の
桜
の
中
へ
飛
び
下
り
る
。
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（
以
下
略
）

清
玄
尼
は
「
こ
の
清
水
の
観
世
音
へ
願
ひ
を
か
け
、
舞
台
よ
り
飛
び

降
り
て
も
、
願
望
叶
ふ
そ
の
時
は
、
身
に
恙
な
し
と
い
へ
ど
、
そ
れ

に
は
変
り
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
清
水
の
舞
台
か
ら
の
飛
び
降
り
が
現

世
で
の
願
望
成
就
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
自
分
は
「
死
ん
で
未
来

を
お
頼
み
申
さ
ん
」
と
、
死
ぬ
た
め
に
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

る
の
だ
と
言
っ
て
、
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

結
果
と
し
て
、
清
玄
尼
は
死
ぬ
こ
と
は
な
く
気
絶
し
て
舞
台
の
下
に

倒
れ
て
い
る
の
を
、
妹
桜
姫
の
許
婚
頼
国
と
名
乗
っ
て
い
る
松
若
に

助
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
従
来
で
あ
れ
ば
清
玄
が
気
絶
し
た
桜
姫
に
水

を
与
え
る
な
ど
介
抱
し
て
い
る
う
ち
に
、
鳴
神
堕
落
の
趣
向
と
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
隅
田
川
花
御
所
染
』
は
、
清
玄
を
女
清
玄
と
し

た
事
に
よ
っ
て
、
先
行
作
品
の
よ
う
に
、
鳴
神
堕
落
の
趣
向
を
科
白

ご
と
引
用
し
、
清
玄
の
科
白
を
清
玄
尼
の
科
白
、
桜
姫
の
科
白
を
松

若
の
科
白
と
書
き
替
え
る
と
い
う
方
法
で
は
、
男
女
の
性
別
が
入
れ

替
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
場
面
と
し
て
成
立
し
な
い
。
そ
こ

で
、
鳴
神
堕
落
の
趣
向
を
、「
夢
の
場
」
と
い
う
清
玄
尼
と
松
若
と
の

夢
の
中
で
の
逢
瀬
に
変
え
、
清
玄
尼
の
舞
台
か
ら
の
飛
び
降
り
の
契

機
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
行
作
品
と
同
様
に
、
異
性
へ

の
肉
体
的
な
接
触
に
よ
る
僧
侶
の
破
戒
と
い
う
流
れ
は
残
し
な
が

ら
、
自
然
な
場
面
展
開
に
な
っ
て
い
る
。

三　
『
桜
姫
東
文
章
』
の
場
合

『
隅
田
川
花
御
所
染
』
が
、
先
行
作
品
の
趣
向
の
原
型
を
あ
る
程

度
留
め
な
が
ら
、
科
白
の
や
り
取
り
な
ど
が
更
に
複
雑
に
展
開
し
て

い
く
の
に
対
し
て
、『
桜
姫
東
文
章
』
は
先
行
作
品
か
ら
か
な
り
離
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
清
玄
も
桜
姫
も
登
場
し
、「
清

水
の
場
」
と
「
庵
室
の
場
」
も
、「
新
清
水
の
場
」
と
「
岩
淵
庵
室
の

場
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
従
来
の
清
玄
桜
姫
物
を
踏
襲
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
趣
向
の
使
い
方
な
ど
は
、『
隅
田
川
花
御
所

染
』
の
よ
う
に
は
、
先
行
作
品
を
な
ぞ
っ
た
も
の
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
鳴
神
堕
落
の
趣
向
に
関
し
て
言
え
ば
、『
隅
田
川
花
御
所
染
』
で

は
「
夢
の
場
」
と
い
う
清
玄
尼
の
夢
の
中
で
の
松
若
と
の
逢
瀬
と
い

う
形
で
、
清
玄
尼
の
破
戒
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し
て
芝
居
の
中
で

生
か
さ
れ
た
の
に
対
し
、『
桜
姫
東
文
章
』
で
は
、
清
玄
が
桜
姫
の
肉

体
に
触
れ
、
情
欲
を
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
と
い
う
場
面
は
な
い
。
そ
し

て
、
鳴
神
堕
落
の
趣
向
が
消
え
た
代
わ
り
に
、「
桜
谷
草
庵
の
場
」
の

権
助
と
桜
姫
の
濡
れ
場
が
、
鳴
神
堕
落
の
趣
向
が
背
負
っ
て
い
た
官

能
性
を
担
保
す
る
こ
と
に
な
る
。『
桜
姫
東
文
章
』
が
鳴
神
堕
落
の

趣
向
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
清
玄
が
桜
姫
に
執
着
す
る
理
由

が
、
桜
姫
の
前
世
と
し
て
描
か
れ
る
稚
児
白
菊
と
の
因
縁
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
清
玄
は
桜
姫
の
前
世
が
白
菊
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
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も
、す
ぐ
に
桜
姫
を
追
い
か
け
る
と
い
う
単
純
な
行
動
に
は
出
な
い
。

清
玄
が
破
戒
を
宣
言
す
る
ま
で
に
は
、「
新
清
水
の
場
」「
桜
谷
草
庵

の
場
」「
稲
瀬
川
の
場
」
の
三
場
に
わ
た
り
、
清
玄
の
気
持
ち
の
変

化
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
清
玄
の
科
白
を
中
心
に
関
わ
り
の
あ
る

所
を
抜
粋
し
、
紹
介
す
る（
９
）。

清
玄
は
桜
姫
に
十
念
を
授
け
る
の
だ
が
、
生
ま
れ
つ
き
ひ
ら
か
な

か
っ
た
桜
姫
の
左
手
が
ひ
ら
い
て
、
自
分
の
前
名
清
玄
（
こ
の
場
合

は
「
き
よ
は
る
」
と
読
む
）
の
書
か
れ
た
香
箱
が
出
現
し
、
そ
れ
を
見

た
事
に
よ
っ
て
桜
姫
が
白
菊
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
知

る
。

ヤ
○　

こ
り
や
こ
れ
、正
に
○　

ム
ヽ
薤が
い
じ
よ
う上

の
朝ち
よ
う
ろ
な
ん
ぞ
か
わ
き
や
す
き

露
何
易
晞
。

露つ
ゆ
ひ晞

ぬ
れ
ど
も
明
朝
更
に
復ま
た
お
つ落

。
人
死
一
た
び
去
つ
て
何い
づ
れ

の

時
か
帰
る
と
は
、
古
語
に
も
い
へ
ど
、
こ
れ
は
又
、
一
念
こ
の

途ど

に
と
ゞ
ま
つ
て
、
輪
廻
放
れ
ず
、
生し
よ
う

を
引
し
か
。

桜
姫
の
左
手
が
ひ
ら
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
腰
元
た
ち
は
姫
の
出
家

を
止
め
よ
う
と
す
る
が
、
清
玄
は
そ
の
ま
ま
姫
を
出
家
さ
せ
よ
う
と

す
る
。イ

ヤ
か
た
〴
〵
さ
に
あ
ら
ず
。
既
に
十
念
の
功
虚
し
か
ら
ず
し

て
、
不
思
議
に
も
利
益
を
受
け
、
こ
の
儘
な
ら
ば
仏
恩
の
、
い

か
で
報
ず
る
事
あ
ら
ん
や
。
た
ゞ
こ
れ
よ
り
は
釈
尊
の
御
弟
子

と
な
り
、
愛
慾
の
道
を
絶
切
り
、
只
一
筋
に
念
仏
修
行
た
い
ま

ん
な
く
、
前
世
の
業
を
み
て
し
め
て
、
臨
滅
の
後
西
方
の
弥
陀

の
御
国
へ
到
ら
れ
よ
。
そ
の
香
箱
の
か
た
し
に
こ
そ
、
御
身
が

為
の
善
智
識
。

姫
も
こ
と
し
十
七
歳
過
行
月
日
も
十
七
年
。
そ
の
慈
明
忌
の
然

も
今
日
、
深
く
も
思
ひ
入
江
の
嶋
、
愛
着
こ
ゝ
に
香
箱
の
、

ハ
テ
生
死
流
転
の
境
界
じ
や
ナ
ア

清
玄
は
こ
の
科
白
を
潮
に
一
旦
は
舞
台
か
ら
去
る
が
、
桜
姫
は
権
助

と
不
義
密
通
を
働
い
た
と
咎
め
ら
れ
、
そ
の
証
拠
と
し
て
清
玄
と
書

か
れ
た
香
箱
が
用
い
ら
れ
る
。
問
い
詰
め
ら
れ
た
清
玄
は
、

既
に
男
女
の
愛
情
は
、
倶
に
臭
骸
を
抱
く
と
や
ら
、
悟
り
切
た

る
い
に
し
へ
の
、
大
道
心
に
も
情
の
道
、
踏
迷
ふ
た
る
例
は
有

れ
ど
、
我
に
於
て
は
な
ど
て
こ
の
、
桜
姫
に
恋
慕
せ
ん
。
殊
に

せ
う
こ
の
香
箱
こ
そ
、
姫
が
開
き
し
手
の
内
よ
り
、
出
た
る
事

は
人
々
も
最
前
よ
く
も
存
ぜ
し
事
。

と
申
し
開
き
を
す
る
が
、
結
局
は
弟
子
の
残
月
に
押
し
切
ら
れ
る
形

で
、
不
義
の
相
手
と
さ
れ
て
し
ま
う
。

ア
コ
リ
ヤ
、
我
言い
い
ど
け解
ば
こ
の
上
に
、
姫
に
い
か
ゞ
な
る
○　

サ
、

ど
こ
迄
も
。

と
、
清
玄
は
桜
姫
を
庇
っ
て
反
論
を
や
め
て
し
ま
う
。
こ
の
辺
り
は

白
菊
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
桜
姫
を
庇
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
出
家
し

た
も
の
の
勤
め
と
し
て
、
弱
い
者
を
庇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
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の
幕
の
最
後
に
、清
玄
は
こ
の
様
な
立
場
に
陥
っ
た
自
分
を
鑑
み
て
、

思
へ
ば
因
果
は
歴
然
に
、
廻
り
来
り
し
十
七
年
。
姫
が
災
い
忽

ち
に
、
我
が
身
に
着
す
香
箱
の
、
印
に
依
て
終
身
を
、
あ
や
ま

つ
事
も
こ
れ
全
く
、
一
念
こ
こ
に
白
菊
が

過
去
着
執
の
。

と
、
述
懐
し
、
逃
れ
難
い
因
果
と
い
う
も
の
を
自
覚
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
次
の
「
稲
瀬
川
の
場
」
で
桜
姫
と
共
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。誠

や
実
相
無
漏
の
大
海
に
随
縁
真
如
の
月
や
ど
ら
ん
と
す
れ

ば
、
御
塵
六
欲
の
風
破
お
こ
つ
て
、
こ
れ
が
為
に
影
を
と
ゞ
め

ず
。
我
白
露
に
濡
衣
の
、
名
を
け
が
す
の
も
前
世
の
因
縁
、
誰

を
う
ら
ま
ん
よ
し
も
な
し
。

清
玄
は
こ
の
様
な
立
場
に
陥
っ
た
の
は
「
前
世
の
因
縁
」
と
、
一
見

す
る
と
単
な
る
出
家
の
常
套
句
の
よ
う
に
言
い
な
が
ら
も
、
自
分
自

身
で
は
誰
よ
り
も
深
く
「
前
世
の
因
縁
」
と
い
う
言
葉
を
身
に
し
み

て
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
理
解
で
き
る
の
は
舞
台
の
上
に
は
清
玄
以

外
お
ら
ず
、
あ
と
は
見
て
い
る
観
客
だ
け
が
そ
の
言
葉
の
意
味
す
る

所
を
知
る
。
し
か
し
、
清
玄
は
ま
だ
白
菊
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て

桜
姫
を
追
い
求
め
る
と
い
う
事
は
せ
ず
、
一
旦
は
自
分
が
こ
の
様
な

境
遇
に
陥
っ
た
の
は
姫
の
せ
い
で
あ
る
と
責
め
る
。

ア
ヽ
。
誠
に
懸
る
無
失
の
大
難
、
思
ひ
廻
せ
ば
因
果
の
道
理
。

大
俗
の
名
は
宿
直
之
助
清
玄
、
則
発
心
な
し
て
よ
り
、
廿
の
上

を
二
つ
三
つ
、
ま
た
年
若
所
化
た
る
身
の
、
児
白
菊
と
衆
道
の

お
こ
り
、
命
を
捨
ん
と
け
い
や
く
も
、
従い
た
づ
ら
ご
と事

に
な
り
果
て
、

我
の
み
残
る
は
、
未
れ
ん
も
の
と
も
う
た
は
れ
ん
。
そ
れ
が
今

さ
ら
廻
り
来
て
、
世
上
の
ひ
と
に
う
し
ろ
ゆ
び
、
そ
れ
も
死
だ

る
白
菊
が
、
魂
魄
我
に
○

　

ト
桜
姫
が
顔
を
つ
く
〴
〵
見
て
、

ア
ヽ
業
因
早
き
○

十
七
年
。
し
か
も
忌
日
に
。

人
を
助
け
る
出
家
の
な
ら
ひ
。

と
、清
玄
は
死
ん
だ
白
菊
と
の
逃
れ
難
い
因
縁
を
噛
み
し
め
て
い
る
。

こ
こ
で
桜
姫
に
夫
を
持
て
ば
非
人
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
入
れ
知
恵
す

る
者
が
お
り
、
桜
姫
は
そ
れ
を
清
玄
に
頼
む
。
清
玄
は
最
初
、
断
わ

る
が
少
し
ず
つ
思
い
な
お
し
て
い
く
。

サ
ア
菊
の
盛
を
ち
ら
し
た
る
、
そ
の
罪
人
は
則
清
玄
。
か
ゝ
る

業
因
深
き
身
の
浮
む
瀬
い
つ
か
世
も
あ
る
ま
ひ
。
し
か
ら
ば
今

よ
り
破
戒
堕
落
の
前さ
き
し
よ
う世

に
て
、
ち
ぎ
り
し
児
と
思
ひ
か
へ
、

そ
な
た
の
力
と
な
り
ま
せ
ふ
。

と
、
桜
姫
を
白
菊
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
と
宣
言

す
る
。
こ
こ
ま
で
の
清
玄
は
桜
姫
の
前
世
が
白
菊
で
あ
る
と
知
り
な

が
ら
も
、
一
歩
離
れ
た
立
場
で
接
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
は
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先
行
作
品
と
同
様
に
桜
姫
に
強
い
執
着
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

今
よ
り
力
と
な
る
か
ら
は
、
そ
な
た
の
心
の
落
付
く
よ
ふ
、
破

戒
堕
落
の
身
と
な
つ
て
、
姫
と
あ
ら
た
め
一
つ
寝
し
ま
せ
ふ
。

互
ひ
に
心
一
致
の
し
る
し
、
そ
な
た
の
力
と
な
る
か
ら
は
、
一

念
五
百
生
、
懸け
ね
ん
む
り
ょ
う
ご
う

念
無
量
劫
、
骨
肉
は
世
界
の
土
に
戻
れ
ど
も
、

魂
さ
ら
に
浮
瀬
あ
ら
じ
。
一
度
の
枕
は
二
世
の
か
た
め
、
こ
の

身
の
破
戒
が
た
し
か
な
証
拠
、
心
安
か
れ
桜
姫
。

そ
し
て
、
珠
数
を
切
っ
て
捨
て
る
。
こ
の
数
珠
を
切
っ
て
破
戒
の
証

拠
と
し
て
見
せ
る
の
は
先
行
作
品
に
も
出
て
く
る
趣
向
で
あ
る
。

整
理
す
る
と
、
先
行
作
品
で
は
「
清
水
の
場
」
で
桜
姫
の
姿
に
見

と
れ
、
後
に
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
気
絶
し
た
姫
を
介
抱
し
て

い
る
う
ち
に
鳴
神
堕
落
の
趣
向
で
、
破
戒
に
到
る
と
い
う
基
本
の
形

が
あ
っ
た
清
玄
の
破
戒
を
、
南
北
は
『
桜
姫
東
文
章
』
で
、
発
端
に

「
江
の
嶋
児
ケ
淵
の
場
」
を
設
け
た
事
に
よ
っ
て
、
清
玄
の
桜
姫
へ

の
執
着
を
、
出
家
の
身
で
あ
り
な
が
ら
美
し
い
女
に
触
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
単
純
な
も
の
か
ら
、
前
世
の
因
縁
と
い
う
逃
れ
難
い
運
命

と
し
て
見
せ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
桜
姫
の
前
世
を
知
り
、
す
ぐ
に
白

菊
を
慕
う
よ
う
に
姫
を
慕
う
と
い
う
風
に
は
せ
ず
、
姫
に
執
着
す
る

ま
で
の
心
理
、
懊
悩
を
、
段
階
的
に
見
せ
た
事
に
よ
っ
て
、『
桜
姫
東

文
章
』
は
現
代
に
お
い
て
も
上
演
す
る
に
足
る
、
劇
と
し
て
の
複
雑

さ
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
に
お
け

る
清
玄
尼
が
破
戒
に
到
る
過
程
も
、
直
線
的
に
は
進
ま
ず
、
幾
つ
か

の
揺
り
戻
し
の
果
て
で
あ
る
の
と
同
様
の
手
法
で
あ
り
、
南
北
の
芝

居
作
り
の
巧
み
さ
の
現
れ
で
あ
る
。
清
玄
桜
姫
物
で
台
帳
が
確
認
で

き
る
作
品
は
少
な
く
、
そ
の
残
存
作
品
と
の
比
較
と
い
う
限
定
付
き

で
は
あ
る
が
、清
玄
の
破
戒
の
場
面
に
限
っ
て
言
え
ば
、南
北
の
『
桜

姫
東
文
章
』
と
『
隅
田
川
花
御
所
染
』
以
前
の
作
品
が
、
そ
の
先
行

作
品
の
科
白
の
流
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
南
北
は
清
玄
桜
姫
物
の

僧
侶
の
破
戒
と
い
う
大
き
な
主
題
は
用
い
な
が
ら
も
、
劇
の
構
成
を

大
き
く
変
え
、
特
に
『
桜
姫
東
文
章
』
に
は
、
因
果
と
い
う
も
の
を

持
ち
込
む
な
ど
、
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
工
夫
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
因
果
を
用
い
た
劇
構
成
は
、『
清
水
清
玄
庵
室
曙
』
が
京
伝
の

読
本
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
を
歌
舞
伎
化
し
た
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、

因
果
と
い
う
側
面
は
切
り
捨
て
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

最
後
に
、
鳴
神
堕
落
の
趣
向
の
代
わ
り
に
清
玄
と
桜
姫
の
因
果
の

始
ま
り
と
な
っ
た
「
江
の
島
児
ヶ
淵
の
場
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。『
桜

姫
東
文
章
』
で
は
、
白
菊
だ
け
を
入
水
さ
せ
、
自
分
は
死
ね
な
か
っ

た
自
久
こ
と
清
玄
が
、
不
心
中
の
罪
を
購
う
か
の
ご
と
く
、
白
菊
の

生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
桜
姫
の
人
生
に
関
わ
っ
て
い
く
。
自
久
が
白

菊
入
水
の
際
に
回
向
と
し
て
唱
え
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
言

葉
が
、
十
七
年
の
年
月
を
経
て
、
白
菊
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
桜
姫
に

授
け
た
十
念
の
「
南
無
阿
弥
（
陀
仏
）」
に
つ
な
が
り
、
生
ま
れ
つ
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き
ひ
ら
か
な
か
っ
た
桜
姫
の
左
手
が
ひ
ら
く
と
い
う
奇
跡
を
起
こ
し

た
。
こ
の
清
玄
の
稚
児
白
菊
を
通
じ
た
桜
姫
と
の
関
係
を
古
井
戸
秀

夫
は
「『
桜
姫
東
文
章
』
の
因
縁
物
語
」
と
し
て
、「
清
玄
の
肉
欲
の

対
象
で
し
か
な
か
っ
た
歌
舞
伎
の
桜
姫
に
、
前
世
の
因
縁
を
背
負
っ

て
生
れ
て
来
た
運
命
の
出
会
い
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る）
10
（

。」
と
述
べ

て
い
る
。

『
桜
姫
東
文
章
』
の
発
端
「
江
の
島
児
ケ
淵
の
場
」
の
最
後
で
、

清
玄
は
先
ん
じ
て
浪
間
へ
身
を
投
げ
た
白
菊
を
追
っ
て
海
に
飛
び
込

む
が
、
衣
の
袖
が
松
の
枝
に
引
っ
か
か
り
、
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な
い
。

結
局
、
自
分
は
死
に
き
れ
な
い
と
諦
め
て
か
ら
の
清
玄
の
科
白
を
次

に
引
用
す
る
。

ヲ
ヲ
そ
う
じ
や
。
こ
ゝ
で
こ
の
ま
ゝ
白
菊
一
人
、
不
心
中
と
も

思
わ
ふ
が
、
こ
り
や
共
に
死
ふ
と
思
へ
ば
こ
そ
、
身
を
投
た
れ

ど
、
因
果
に
や
、
松
の
梢
に
さ
ゝ
へ
ら
れ
、
命
を
か
ら
む
蔦
か

づ
ら
、
死
に
死
れ
ぬ
浅
ま
し
い
、
ま
だ
命
数
の
尽
ぬ
因
果
。
コ

レ
白
菊
、
跡
の
回
向
は
い
と
な
む
程
に
、
か
な
ら
ず
〳
〵
、
心

替
り
と
未
来
か
ら
、
か
な
ら
ず
う
ら
ん
で
下
さ
る
な
よ
。
南
無

阿
弥
陀
仏
〳
〵
。

　

ト 

浪
間
を
見
お
ろ
し
回
向
す
る
。
う
す
ど
ろ
〳
〵
に
て
海
中

よ
り
心
火
燃
上
る
。
自
久
び
つ
く
り
し
て
、
手
を
合
わ
せ

る
を
木
の
か
し
ら
）

南
無
阿
弥
陀
仏
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。

　

 

ト
早
口
に
、
目
を
閉
て
合
掌
す
る
。
キ
ザ
ミ
に
て
よ
ろ
し
く

　
　

ひ
や
う
し
幕

清
玄
は
「
ま
だ
命
数
の
尽
ぬ
因
果
」
と
、
自
分
が
死
に
そ
こ
な
っ

た
理
由
を
「
因
果
」
と
し
て
捉
え
、
死
ん
だ
白
菊
に
対
し
て
は
「
コ

レ
白
菊
、
跡
の
回
向
は
い
と
な
む
程
に
、
か
な
ら
ず
〳
〵
、
心
替
り

と
未
来
か
ら
、
か
な
ら
ず
う
ら
ん
で
下
さ
る
な
よ
」
と
回
向
を
約
束

す
る
。
こ
の
発
端
「
江
の
島
児
ケ
淵
の
場
」
は
清
玄
と
桜
姫
の
関
わ

り
の
発
端
で
あ
る
と
と
も
に
、
清
玄
が
清
玄
阿
闍
梨
と
呼
ば
れ
る
高

僧
に
ま
で
出
世
す
る
端
緒
で
も
あ
る
。
不
心
中
で
生
き
残
っ
た
か
ら

こ
そ
、
白
菊
へ
の
回
向
を
尽
す
為
に
、
仏
道
修
行
に
励
み
、
そ
の
結

果
と
し
て
阿
闍
梨
と
い
う
位
に
登
り
つ
め
、
そ
の
徳
故
に
桜
姫
に
十

念
を
授
け
る
と
い
う
巡
り
あ
わ
せ
に
な
る
。

『
桜
姫
東
文
章
』
は
清
玄
と
桜
姫
を
中
心
と
す
る
因
果
の
物
語
で

あ
る
が
、清
玄
が
因
果
を
強
く
意
識
し
て
行
動
し
て
い
る
の
に
対
し
、

桜
姫
は
観
客
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
彼
女
の
身
に
起
こ
る
こ
と
は
因
果

故
と
見
え
て
も
、
桜
姫
自
身
は
因
果
を
特
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
行

動
し
て
い
る
所
に
、
狂
言
と
し
て
の
面
白
味
が
あ
る
。
清
玄
が
様
々

な
局
面
で
因
果
と
い
う
も
の
を
口
に
し
、
結
局
は
因
果
の
糸
に
か
ら

め
と
ら
れ
る
か
の
ご
と
く
、
桜
姫
の
目
の
前
で
死
ん
で
し
ま
う
の
に

対
し
、
桜
姫
自
身
の
行
動
は
白
菊
と
し
て
清
玄
に
不
心
中
の
購
い
を
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求
め
て
い
る
か
の
よ
う
な
翻
弄
ぶ
り
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
女
自
身
は

白
菊
と
し
て
の
前
世
と
い
う
も
の
に
無
頓
着
で
あ
る
こ
と
が
、
清
玄

に
と
っ
て
は
よ
り
残
酷
で
あ
る
。
因
果
と
い
う
も
の
か
ら
逃
れ
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
清
玄
の
姿
は
、
仏
教
的
な
因
果
の
現
れ
そ
の
も
の

で
あ
る
が
、
因
果
を
背
負
っ
て
生
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
全
く
意
識

せ
ず
、
最
後
に
は
因
果
の
糸
を
断
ち
切
る
よ
う
に
、
前
世
で
の
不
心

中
の
相
手
の
死
を
見
届
け
、
夫
と
子
供
も
殺
し
て
し
ま
い
、
吉
田
家

の
姫
に
戻
っ
た
桜
姫
の
姿
も
ま
た
、
無
自
覚
で
あ
っ
て
も
人
を
翻
弄

す
る
、
因
果
の
も
う
一
つ
の
あ
り
方
で
あ
る
。
南
北
は
『
桜
姫
東
文

章
』で
、因
果
の
こ
の
二
つ
の
側
面
を
は
っ
き
り
と
描
い
た
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）「
庵
室
の
場
」
で
の
清
玄
殺
し
が
定
着
す
る
以
前
に
、
庵
室
を
清
玄
殺

し
の
場
所
と
し
な
い
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
七
月
大
坂
中
の
芝

居
『
清
水
清
玄
六
道
巡
』
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
蔀
美

恵
子
の「「
清
玄
殺
し
の
場
」の
変
遷　
「
六
道
巡
型
殺
し
場
」か
ら「
庵

室
型
殺
し
場
」
へ
」『
国
文
白
百
合
11
』（
昭
和
五
十
五
年
三
月
）
に

詳
し
い
。

（
２
）
高
橋
則
子
「
黒
本
・
青
本
と
瀬
川
菊
之
丞　
『
菊
重
女
清
玄
』
の
歌
舞

伎
接
取
の
方
法
」『
近
世
文
芸
49
』
昭
和
六
十
三
年

（
３
）『
歌
舞
伎
台
帳
集
成　

第
四
巻
』（
昭
和
五
十
九
年
、
勉
誠
社
）『
雷
神

不
動
北
山
桜
』
所
収
の
解
題
を
参
照
し
、
資
料
よ
り
引
用
。
以
下
、

底
本
の
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
句
読
点
、
濁
点
を
施
し
、
役
者
名
は

役
名
に
改
め
た
。

（
４
）『
歌
舞
伎
台
帳
集
成　

第
四
巻
』（
昭
和
五
十
九
年
、
勉
誠
社
）
所
収

の
『
雷
神
不
動
北
山
桜
』
の
解
題
を
参
照
し
た
。

（
５
）
引
用
に
あ
た
り
、
当
て
字
、
誤
字
に
は
「
マ
マ
」
の
ル
ビ
を
付
し
た
。

（
６
）『
歌
舞
伎
台
帳
集
成　

第
十
六
巻
』（
昭
和
六
十
三
年
、
勉
誠
社
）
所

収
の
『
音
羽
山
恋
慕
飛
泉
』
よ
り
引
用
。

（
７
）『
日
本
戯
曲
全
集
』（
昭
和
四
年
、
春
陽
堂
）
所
収
の
『
遇
曽
我
中
村
』

よ
り
引
用
。

（
８
）『
鶴
屋
南
北
全
集　

第
五
巻
』（
一
九
七
一
年
、三
一
書
房
）
所
収
の
『
隅

田
川
花
御
所
染
』
よ
り
引
用
。

（
９
）『
鶴
屋
南
北
全
集　

第
六
巻
』（
一
九
七
一
年
、三
一
書
房
）
所
収
の
『
桜

姫
東
文
章
』
よ
り
引
用
。

（
10
）
古
井
戸
秀
夫
「
小
説
と
演
劇　

桜
姫
の
転
生
」『
国
文
学　

解
釈
と
教

材
の
研
究
』（
平
成
十
七
年
六
月
、
學
燈
社
）

【
付
記
】 
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
図
版
掲
載
を
御
許
可
頂
き
ま
し
た
各
所
蔵

機
関
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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